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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軒樋と、該軒樋の底面側に開口を形成する落し口部に接続された竪樋と、を備えた雨樋
に設けられる排水部材であって、
　前記落し口部を形成する筒部と、前記筒部の上端から径方向の外側に延びる板状の鍔部
と、前記鍔部に設けられた複数の縦リブと、を有する装着筒と、
　前記軒樋の内側で、前記底面から上方に離間した位置に設置されるとともに、前記底面
との間に前記軒樋内の雨水を落し口へ流入させる流入開口を形成する蓋部材と、
　を有し、
　前記筒部と前記鍔部との接続部分はテーパー面、或いは曲面に形成され、
　前記鍔部の外周側の下面には、前記軒樋の底面上に係止される段差部を備え、
　前記蓋部材は、前記落し口部の上方に配置され、
　前記蓋部材の下面には、誘導ガイドが形成され、
　前記蓋部材の前記底面からの高さＨが１０ｍｍ以上５０ｍｍ以下であり、
　前記落し口部の開口面積は、３０ｃｍ２以上１９０ｃｍ２以下であり、
　前記蓋部材の高さＨに対する前記落し口部の開口外径Ｒ１の比率であるＲ１／Ｈが１．
５～５．５であり、
　前記蓋部材の蓋直径Ｒ２が、前記開口外径Ｒ１より大きく、かつ前記開口外径Ｒ１の２
４５％以下であることを特徴とする排水部材。
【請求項２】



(2) JP 6873947 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

　前記蓋直径Ｒ２が、前記開口外径Ｒ１の１９５％以下であることを特徴とする、請求項
１に記載の排水部材。
【請求項３】
　前記誘導ガイドは円錐状であることを特徴とする、請求項１または２に記載の排水部材
。
【請求項４】
　軒樋と、
　前記軒樋の底面に設置された請求項１乃至３のいずれか１項に記載の排水部材と、
　前記軒樋の底部から下方に突出した前記装着筒に接続される竪樋継手と、
　前記竪樋継手に接続された第１エルボと、
　前記竪樋継手に前記第１エルボを介して接続される呼び樋と、
　前記呼び樋に接続された第２エルボと、
　前記呼び樋に前記第２エルボを介して接続される竪樋と、
　を備える雨樋であって、
　前記竪樋の長さは２．０ｍ以上であることを特徴とする雨樋。
【請求項５】
　前記第１エルボおよび前記第２エルボは、曲管部の両端に設けられた受け口を有し、
　前記第１および第２エルボの管軸を含む断面で見たときの前記曲管部の内周側の内壁面
の曲率半径は少なくとも６４ｍｍより大きく、且つ１２５ｍｍよりも小さいことを特徴と
する、請求項４に記載の雨樋。
【請求項６】
　前記呼び樋の長さは０ｍ以上２．０ｍ以下であることを特徴とする、請求項４または５
に記載の雨樋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排水部材及び雨樋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋根の軒先から流れ落ちる雨水を軒樋で受け下方に排水する雨樋システムとして
、家屋の屋根の軒先に取付けられた軒樋に呼び樋や竪樋を竪樋継手によって接続し、外壁
に沿って垂下させて地中に埋設された排水管に接続しているのが一般的である。
　一方、この種の雨樋システムには、住宅などの外観を損なうことなく単位時間当たりの
排水量を増加させて、大雨時でも好適に雨水を排水管に排出できるようにすることが求め
られている。そこで、軒樋で処理できる水の流量を増やすには、軒樋自体の断面寸法を大
きくしたり、呼び樋や竪樋の口径の拡大、本数の増加を図る必要がある。しかし、これら
は、コストの上昇、見栄えの低下といった問題がある。
【０００３】
　そこで、口径の拡大や本数を増やすことがなく排水処理量を増加させる雨樋装置として
、例えば特許文献１に記載されているような竪樋及び呼び樋の開口面積を適正な寸法とす
ることで大雨のときにサイフォン作用により大量の雨水を極めて効率良く排水できるサイ
フォン式排水装置が知られている。特許文献１の排水装置は、軒樋の下面側でサイフォン
管の上端部に渦流防止部材を取り付け、渦流による空気の吸い込みをなくすことで、サイ
フォン作用による排水の安定性を図る構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３０８３９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１に示すような従来のサイフォン式排水装置では、サ
イフォン管の上端部に渦流防止部材（排水部材）を取り付ける構造となっているが、軒樋
の底面近傍に手を差し込んで取り付けることとなり、作業性の点で課題があった。また、
渦流防止部材を竪樋の管内面に沿わせた形状となるため、例えば軒樋から流入した異物が
渦流防止部材で詰まったときに取り外し作業がし難く、作業にかかる手間と時間を要する
ことから、その点で改善の余地があった。
　また、竪樋の開口面積が２０ｃｍ２以下と小さいため、サイフォン作用を利用しても最
大排水流量は十分ではなかった。
　しかも、竪樋の口径毎に適合する排水部材を用意する必要があることから、経済性の点
で課題があり、軒樋や竪樋の大きさに対応して現場で簡単に調整することで、好適なサイ
フォン性能をもたせることが求められていた。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、コストを抑え、作業性に優れ
た簡単な構造で、優れたサイフォン性能を発揮することができる排水部材を提供すること
を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る排水部材は、軒樋と、該軒樋の底面側に開口を
形成する落し口部に接続された竪樋と、を備えた雨樋に設けられる排水部材であって、前
記落し口部を形成する筒部と、前記筒部の上端から径方向の外側に延びる板状の鍔部と、
前記鍔部に設けられた複数の縦リブと、を有する装着筒と、前記軒樋の内側で、前記底面
から上方に離間した位置に設置されるとともに、前記底面との間に前記軒樋内の雨水を落
し口へ流入させる流入開口を形成する蓋部材と、を有し、前記筒部と前記鍔部との接続部
分はテーパー面、或いは曲面に形成され、前記鍔部の外周側の下面には、前記軒樋の底面
上に係止される段差部を備え、前記蓋部材は、前記落し口部の上方に配置され、前記蓋部
材の下面には、誘導ガイドが形成され、前記蓋部材の前記底面からの高さＨが１０ｍｍ以
上５０ｍｍ以下であり、前記落し口部の開口面積は、３０ｃｍ２以上１９０ｃｍ２以下で
あり、前記蓋部材の高さＨに対する前記落し口部の開口外径Ｒ１の比率であるＲ１／Ｈが
１．５～５．５であり、前記蓋部材の蓋直径Ｒ２が、前記開口外径Ｒ１より大きく、かつ
前記開口外径Ｒ１の２４５％以下であることを特徴とする。
　また、前記蓋直径Ｒ２が、前記開口外径Ｒ１の１９５％以下であることを特徴としても
よい。
　また、前記誘導ガイドは円錐状であることを特徴としてもよい。
　また、軒樋と、前記軒樋の底面に設置された前記排水部材と、前記軒樋の底部から下方
に突出した前記装着筒に接続される竪樋継手と、前記竪樋継手に接続された第１エルボと
、前記竪樋継手に前記第１エルボを介して接続される呼び樋と、前記呼び樋に接続された
第２エルボと、前記呼び樋に前記第２エルボを介して接続される竪樋と、を備える雨樋で
あって、前記竪樋の長さは２．０ｍ以上であることを特徴としてもよい。
　また、前記第１エルボおよび前記第２エルボは、曲管部の両端に設けられた受け口を有
し、前記第１および第２エルボの管軸を含む断面で見たときの前記曲管部の内周側の内壁
面の曲率半径は少なくとも６４ｍｍより大きく、且つ１２５ｍよりも小さいことを特徴と
してもよい。
　また、前記呼び樋の長さは０ｍ以上２．０ｍ以下であることを特徴としてよい。
　また、本発明に係る排水部材は、軒樋と、該軒樋の底面側に開口を形成する落し口部に
接続された竪樋と、を備えた雨樋に設けられる排水部材であって、前記軒樋の内側で、前
記底面から上方に離間した位置に設置されるとともに、前記底面との間に前記軒樋内の雨
水を落し口へ流入させる流入開口を形成する蓋部材を有し、前記蓋部材は、鉛直方向の上
方から見て前記落し口部の開口を塞ぐように配置され、鉛直方向に直交する面に対する前
記蓋部材の投影面積が前記落し口部の開口の投影面積より大きく設定され、前記底面から
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上方に１０～５０ｍｍの高さの位置に設けられ、前記流入開口の面積は前記落し口部の開
口面積よりも大きいことを特徴としている。
【０００８】
　本発明では、鉛直方向の上方から見て落し口部の開口を塞ぐとともに、軒樋の底面から
上方に１０～５０ｍｍの高さとなるように蓋部材の位置を設定することで、大雨時に多量
の雨水が流入開口から流入したときにも空気を吸い込むことなく竪樋が満水状態となって
水封される。したがって、竪樋にサイフォン現象を発生させることができ、且つ落ち葉な
どの異物の詰まりを防ぐことができるため、優れたサイフォン性能が得られる。
　つまり、蓋部材の軒樋の底面からの高さが１０ｍｍより小さい場合には落ち葉などの異
物が流入開口部分で詰まり易くなるうえ、流入開口面積が小さくなることから、所望の排
水流量を確保することができない。また、蓋部材の軒樋の底面からの高さが５０ｍｍを超
える場合には、サイフォンの発生に必要な雨水の水位が上がりすぎてしまい、空気を吸い
込みやすくなるためサイフォンが発生し難くなり、排水性能が低下する。そのため、上述
したような蓋部材の高さを１０～５０ｍｍの範囲とすることが好適である。
【０００９】
　また、本発明では、蓋部材の投影面積が落し口部の開口の投影面積より大きい蓋部材を
軒樋の底面からの所定の高さの位置に設定するという構成となる。そのため、蓋部材を軒
樋の上側から取り付ける作業となり、軒樋の下面側における作業を低減することができ、
蓋部材の取り付け、取り外しにかかる手間や時間を低減することができる。しかも、軒樋
の形状（底面幅）や落し口部の開口面積に応じて蓋部材の底面からの高さを変えることで
、サイフォン性能を調整できるため、蓋部材のバリエーションを少なく抑えることができ
、コストの低減を図ることができる。
【００１０】
　また、本発明に係る排水部材は、前記蓋部材の蓋直径または最小幅寸法は、前記落し口
部の開口外径より大きく、かつ該開口外径の２４５％以下であることが好ましい。
【００１１】
　この場合には、蓋部材の下面側に形成される流入開口から流入される雨水の水流がより
安定した状態となり、軒樋内の水位も安定し、確実にサイフォンを発生させることができ
ることから、排水性能を高めることができる。とくに、蓋部材の蓋直径または最小幅寸法
が落し口部の開口外径の２４５％を超えると、流入開口に流入しようとする雨水の多くが
蓋部材に衝突して水位が上がってしまう現象が生じることになる。そのため、上述したよ
うな蓋部材の蓋直径または最小幅寸法が落し口部の開口外径より大きく、かつ開口外径の
２４５％以下の範囲とすることが好適である。
【００１２】
　また、本発明に係る排水部材は、前記蓋部材の高さは、前記底面から上方に３０～４０
ｍｍの位置であることがより好ましい。
【００１３】
　この場合には、蓋部材の高さを底面から上方に３０～４０ｍｍの位置の範囲とすること
により、蓋部材の下面側に形成される流入開口から流入される雨水の水流がより安定した
状態となり、軒樋内の水位も安定し、確実にサイフォンを発生させることができることか
ら、排水性能を高めることができる。
【００１４】
　また、本発明に係る排水部材は、前記蓋部材の蓋直径または最小幅寸法は、前記落し口
部の開口外径の１５０～２００％であることがより好ましい。
【００１５】
　この場合には、蓋部材の蓋直径または最小幅寸法を落し口部の開口外径の１５０～２０
０％の範囲とすることにより、蓋部材の下面側に形成される流入開口から流入される雨水
の水流がより安定した状態となり、軒樋内の水位も安定し、確実にサイフォンを発生させ
ることができることから、排水性能を高めることができる。
【００１６】
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　また、本発明に係る排水部材は、板状に形成された前記蓋部材と、前記落し口部を有し
て前記竪樋に嵌合される装着筒と、前記蓋部材と前記装着筒とを接続し、鉛直方向の上方
から見て前記落し口部の開口に重ならない位置で周方向に間隔をあけて配置された縦リブ
と、を備え、前記蓋部材と前記装着筒との間に前記流入開口が形成されていることが好ま
しい。
【００１７】
　この場合には、蓋部材を縦リブを介して一体的に設けた装着筒を竪樋に対して嵌合する
ことで、蓋部材を所定の位置に配置することができ、蓋部材の下面側で軒樋の底面との間
に好適な大きさの流入開口が形成され、排水部材の取り付け作業を容易に行うことができ
る。しかも、本発明に係る排水部材では、雨水を落し口に流入させるための流入開口部分
に縦リブが設けられているので、この縦リブに整流効果をもたせることが可能であり、雨
水が空気を吸い込むことをより確実に抑制することができる。
【００１８】
　また、本発明に係る排水部材は、前記蓋部材の下面には、平面視で蓋中心に向かうに従
い漸次下方に延びる曲線部が形成された誘導ガイドが形成され、前記誘導ガイドは、前記
流入開口から流入した雨水を前記曲線部に案内させて前記落し口へ向けて誘導するように
設けられていることが好ましい。
【００１９】
　この場合には、流入開口から流入した雨水が誘導ガイドの曲線部に案内されて落し口へ
向けて誘導されることから、雨水が空気を吸い込むことをより確実に抑制することができ
る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の排水部材によれば、コストを抑え、作業性に優れた簡単な構造で、優れたサイ
フォン性能を発揮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施の形態によるサイフォンドレン部材を備えた雨樋の概略構成を示す
図である。
【図２】図１に示す雨樋の概略構成をさらに詳細に示した図である。
【図３】図２に示すエルボの断面図である。
【図４】軒樋内にサイフォンドレン部材を取り付けた状態を斜め上方からみた斜視図であ
る。
【図５】サイフォンドレン部材の構成を示す一部破断した斜視図である。
【図６】図４に示すサイフォンドレン部材を軒樋の長手方向から見た図である。
【図７】図６に示すサイフォンドレン部材を軒樋に取り付ける前の状態を示す図である。
【図８】図６に示す軒樋に設置されたサイフォンドレン部材を上方からみた平面図である
。
【図９】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、サイフォンドレン部材の蓋部材の位置におけるサイ
フォン性能を説明するための断面図である。
【図１０】第１実施例による実験装置の側面図である。
【図１１】第２実施例による実験結果を示すグラフである。
【図１２】第１変形例によるじょうご内にサイフォンドレン部材を取り付けた状態を斜め
上方からみた斜視図であって、図４に対応する図である。
【図１３】図１２に示すＢ－Ｂ線矢視断面図である。
【図１４】図１３に示すサイフォンドレン部材を軒樋に取り付ける前の状態を示す図であ
る。
【図１５】第２変形例による蓋部材の構成を斜め下方からみた一部破断した斜視図である
。
【図１６】第２変形例による蓋部材の構成を斜め上方からみた一部破断した斜視図である
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。
【図１７】第２変形例による蓋部材を軒樋に取り付けた状態の側面図である。
【図１８】図６に示す蓋部材を軒樋に取り付ける前の状態を示す図である。
【図１９】第３変形例による蓋部材の構成を示す斜視図である。
【図２０】図１９に示す蓋部材を分解した斜視図である。
【図２１】第４変形例による蓋部材を軒樋に取り付けた状態の側面図である。
【図２２】第５変形例によるじょうごに蓋部材を配置した状態を示す断面図である。
【図２３】第６変形例によるじょうごに蓋部材を配置した状態を示す断面図である。
【図２４】第７変形例によるじょうごに蓋部材を配置した状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明による実施の形態の排水部材について、図面に基づいて詳細に説明する。
【００２３】
　図１に示すように、本実施の形態によるサイフォンドレン部材２（排水部材）は、高排
水機能を有するものであり、例えば工場やショッピングセンター等の大型施設の建物に取
り付けられている雨樋１のうち軒先に配置される大型の軒樋１０の内側に設けられている
。
【００２４】
　雨樋１は、図１に示すように、上記の軒樋１０と、軒樋１０の底面１０ａに形成される
円形の貫通穴１０ｂに呼び樋１２を介して接続された竪樋１１と、を有している。呼び樋
１２は、軒樋１０に設けられたサイフォンドレン部材２から流下した雨水Ｗを水平に導水
するもので、一端側が第１エルボ１２Ａによって竪樋継手１３を介して軒樋１０の下面１
０ｃに接続され、他端側が第２エルボ１２Ｂによって竪樋１１の上端に接続されるように
なっている。このような雨樋１では、竪樋１１が建物の外壁Ｐに沿って上下方向に配設さ
れ、その竪樋１１の下端が地中に埋設された不図示の排水管に接続され、屋根の軒先から
流下した雨水を軒樋１０で受けて上側に溢流させて呼び樋１２及び竪樋１１を介して前記
排水管側に排水する構成となっている。
　ここで、図１及び図４において、紙面右側が建物側である。そして、雨樋１において、
建物側を後方、後側といい、建物から離れる側を前方、前側という。
【００２５】
　軒樋１０は、硬質塩化ビニル樹脂やＡＢＳ、ＡＥＳ等の合成樹脂の押出成形品であり、
本体部が平坦な底壁１４の前端から前壁１５が立設され、かつ底壁１４の後端から後壁１
６が立設された溝形断面に形成されている。そして、軒樋１０は、不図示の鼻隠し板に取
り付けられた雨樋吊具（図示省略）により吊設されて、屋根の軒先から流下した雨水を受
けるようになっている。
　なお、熱による伸縮防止のため、軒樋１０は線膨張係数が２．０×１０－５／℃以下で
あることが好ましく、軒樋１０の厚さ方向の中心に延伸したＰＥＴ樹脂製シートや鉄製の
シートなど低伸縮性シートを内挿したり、軒樋１０を構成する合成樹脂自体にワラストナ
イトや炭素繊維などの低伸縮性の添加物を配合することで線膨張係数を小さくすることが
できる。なお、合成樹脂に限るものではなく、金属の押出成形品であっても良い。
　軒樋１０は、底面幅が１００ｍｍ以上２００ｍｍ以下、高さが９０ｍｍ以上１５０ｍｍ
以下とされ、例えば流量４リットル／ｓｅｃ以上２０リットル／ｓｅｃ以下の雨水を流す
ことができる大口径の竪樋に適用可能とされている。
【００２６】
　第１エルボ１２Ａは、サイフォンドレン部材２の下流側に設置される継手である。図２
に示すように、サイフォンドレン部材２が設けられた軒樋１０の下流側（即ち、雨水が集
まる側）の集水口６には、第１エルボ１２Ａの一方の第１受け口（一端）６０Ａが接続さ
れる。
【００２７】
　図３に示すように、第１エルボ１２Ａは、曲管部１２１と、曲管部１２１の両端に設け
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られた受け口６０Ａ，６０Ｂとを備える。曲管部１２１は、側面視でほぼ９０°に屈曲す
る。
【００２８】
　曲管部１２１の管軸６Ｃを含む断面（平面、図３の紙面）で見たときの曲管部１２１の
内周側の内壁面１２２の曲率半径ｒ１及び外壁面１２３の曲率半径ｒ２は、少なくとも６
４ｍｍより大きく、且つ１２５ｍｍよりも小さい。第１受け口６０Ａから流入した雨水Ｗ
の流速を低下させず、雨水Ｗをより円滑に流動させる点をふまえたうえで、曲率半径ｒ１
，ｒ２は、収まりや輸送などの点からは６４ｍｍよりも大きく、且つ９０ｍｍよりも小さ
いことが好ましく、排水性能の点からは８０ｍｍよりも大きく、且つ１００ｍｍよりも小
さいことが好ましい。
【００２９】
　図２に示すように、第１エルボ１２Ａの第２受け口６０Ｂには、呼び樋１２の上流端部
１２ａが接続される。呼び樋１２は、第１エルボ１２Ａを流下した雨水Ｗを横引きする部
材であり前後方向Ｄ２に沿って伸びる、又は下流側に進むほど前後方向Ｄ２に対して離間
が大きくなるように延在している直管である。上流端部１２ａから呼び樋１２の下流端部
１２ｂまでの長さ（呼び樋長さＦ１）は、０ｍより大きく、２．０ｍ以下であり、０．６
ｍ以上１．５ｍ以下が好ましく、０．６ｍ以上１．０ｍ以下がより好ましい。呼び樋長さ
Ｆ１が前述の範囲内であることによって、第１エルボ１２Ａから流下した雨水が満水状態
で円滑に流下する。
【００３０】
　呼び樋１２の下流端部１２ｂには、第２エルボ１２Ｂの第１受け口６０Ａが接続されて
いる。第２エルボ１２Ｂは、第１エルボ１２Ａと同一の構成を有している。
【００３１】
　第２エルボ１２Ｂの第２受け口６０Ｂには、竪樋１１の上端部１１ａが接続される。竪
樋１１は、第２エルボ１２Ｂを流下した雨水Ｗを縦引きする部材であり、上下方向Ｄ３（
鉛直方向及びその逆の方向）に沿って延びる直管である。竪樋１１の下端部１１ｂは、地
面Ｇに接続され、地中に埋設された公知の集水マス８０に接続される。集水マス８０は、
連結管８１を介して、下水管８２等の排水構造に接続される。集水マス８０は、竪樋１１
より大きな幅を有する。
【００３２】
　竪樋１１の上端部１１ａから下端部１１ｂまでの長さ（竪樋長さＦ２）は、２．０ｍ以
上であり、３．０ｍ以上が好ましく、４．０ｍ以上がより好ましい。竪樋長さＦ２が前述
の範囲内であることによって、竪樋１１におけるサイフォン現象が良好に発生及び維持さ
れる。
　竪樋長さＦ２が長くなると、下端部１１ｂに流下する雨水Ｗの排水量が多くなり、集水
マス８０の内部に雨水Ｗが勢いよく流入する。
【００３３】
　図４に示すサイフォンドレン部材２は、大雨時に軒樋１０内に流入した雨水Ｗ（図１参
照）の排水能力を向上させるための高排水機能を有する排水部材である。図５乃至図７に
示すように、サイフォンドレン部材２は、板状に形成された蓋部材２１と、落し口部２０
を有して竪樋１１（正確には竪樋１１上の呼び樋１２）に嵌合される装着筒２２と、蓋部
材２１と装着筒２２とを接続し、上面視で落し口部２０に重ならない位置で周方向に間隔
をあけて配置された複数の縦リブ２３と、を備えている。
　本実施の形態において、サイフォンドレン部材２は硬質塩化ビニル樹脂やポリカーボネ
ート、ＡＢＳ、ＡＥＳ等の合成樹脂の射出成型品である。なお、合成樹脂に限るものでは
なく、鋳型を用いた鋳鉄製であっても良い。
【００３４】
　ここで本実施の形態では、蓋部材２１は円盤状に形成され、装着筒２２は筒状に形成さ
れていて、これらの各中心軸は共通軸上に配置され、鉛直方向に一致している。以下、こ
の共通軸をドレン軸Ｏといい、ドレン軸Ｏ方向に沿うサイフォンドレン部材２の装着筒２
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２側を下側といい、蓋部材２１側を上側という。そして、サイフォンドレン部材２をドレ
ン軸Ｏ方向から見た平面視において、ドレン軸Ｏに直交する方向を径方向といい、ドレン
軸Ｏ回りに周回する方向を周方向という。
【００３５】
　装着筒２２は、落し口部２０を形成する筒部２２Ａと、筒部２２Ａの上端から径方向の
外側に延びる板状の鍔部２２Ｂと、を有している。ここで、落し口部２０の開口外径Ｒ１
は筒部２２Ａの内径に相当し、落し口部２０の開口面積Ａ１は筒部２２Ａの内径（落し口
部２０の開口外径Ｒ１）を直径とした面積に相当する。本実施の形態においては、開口面
積Ａ１は２０ｃｍ２以上３００ｃｍ２以下とされ、３０ｃｍ２以上１９０ｃｍ２以下が好
ましく、４０ｃｍ２以上１００ｃｍ２以下がより好ましい。
　なお、本実施の形態では、サイフォンドレン部材２の中心軸に相当するドレン軸Ｏが鉛
直方向に一致しているので、蓋部材２１の蓋面積Ａ２と落し口部２０の開口面積Ａ１は、
それぞれ鉛直方向に直交する面に対する蓋部材２１の投影面積、及び落し口部２０の開口
の投影面積に相当している。
【００３６】
　装着筒２２において、落し口部２０に相当する筒部２２Ａと、鍔部２２Ｂとが連設され
る内面側の接続部分２２ａは、テーパー面、或いは曲面に形成されたベルマウス形状をな
している。この内面側の接続部分２２ａが曲面である場合、ドレン軸Ｏと平行な方向の断
面の曲率半径は５ｍｍ～２０ｍｍであることが好ましい。
　筒部２２Ａは、軒樋１０の貫通穴１０ｂ（図７参照）に上方から貫通され、竪樋継手１
３の内側に挿入された状態で配置される。
　なお、筒部２２Ａの外周面には、図示しない雄ねじが形成されていてもよい。この場合
には、装着筒２２を回転させることで竪樋継手１３の内面に形成される雌ねじ（図示省略
）に筒部２２Ａの雄ねじを螺合させて締め込むことで装着することができる。
【００３７】
　鍔部２２Ｂは、外周側の下面に全周にわたって薄肉に切り欠かれた段差部２２ｂが形成
されており、この段差部２２ｂが軒樋１０の底壁１４（底面１０ａ）上に係止される。本
実施の形態では、鍔部２２Ｂと蓋部材２１の外径寸法が略同径となっている。
　そして、蓋部材２１の外周縁２１ａと鍔部２２Ｂの外周縁２２ｃとの間に形成される部
分が、軒樋１０に溜まった雨水Ｗが落し口部２０の開口に流入する流入開口２Ａとなる。
　なお、流入開口２Ａは、水平面に対して直交する方向について、蓋部材２１の外周縁２
１ａと軒樋１０の底面１０ａとの間、または装着筒２２の鍔部２２Ｂとの間のことをいう
。例えば、蓋部材２１の外周縁２１ａが装着筒２２の鍔部２２Ｂの外周縁２２ｃより大き
い場合、流入開口２Ａは蓋部材２１の外周縁２１ａと軒樋１０の底面１０ａとの間に形成
される部分となり、蓋部材２１の外周縁２１ａが装着筒２２の鍔部２２Ｂの外周縁２２ｃ
より小さい場合、流入開口２Ａは蓋部材２１の外周縁２１ａと装着筒２２の鍔部２２Ｂの
上面２２ｄとの間に形成される部分となる。
　この流入開口２Ａの面積は、上述した落し口部２０の開口面積Ａ１よりも大きい面積と
なるよう、後述する蓋部材２１の大きさや高さ、形状が調整される。本実施の形態では、
流入開口２Ａの面積は、円形の蓋部材２１の円周、即ち外周縁２１ａの長さに、後述する
蓋部材２１の高さＨとの積により求めることができる。
【００３８】
　複数の縦リブ２３は、図５に示すように、装着筒２２の鍔部２２Ｂの上面２２ｄと、蓋
部材２１の下面２１ｃの外周部とを連結している。すなわち、蓋部材２１は、複数の縦リ
ブ２３、２３、…によって下方から支持され、軒樋１０の底面１０ａから所定高さＨを確
保した位置で保持されている。これら縦リブ２３は、流入開口２Ａに設けられ、平面視で
径方向に対して交差し、かつ湾曲して形成されている。つまり縦リブ２３は、流入開口２
Ａから落し口部２０に流入される雨水Ｗを整流する機能を有している。
【００３９】
　蓋部材２１は、上述したように複数の縦リブ２３、２３、…に下方から支持された状態
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で装着筒２２に支持されている。蓋部材２１は、上述したように軒樋１０の内側に配置さ
れ、落し口部２０から上方に離間した位置に設置されるとともに、蓋部材２１の下側とな
る軒樋１０の底面１０ａに落し口部２０へ雨水Ｗを流入させる流入開口２Ａを形成してい
る。
【００４０】
　蓋部材２１は、鉛直方向の上方から見て落し口部２０の開口を塞ぐように配置されると
ともに、図８に示す蓋面積Ａ２が落し口部２０の開口面積Ａ１（図５参照）より大きく設
定されている。
　なお、本実施の形態では蓋部材２１の中心と落し口部２０の開口の中心が鉛直方向に一
致しているが、軒樋１０自体が傾いて蓋部材２１と落し口部２０が共に斜めになっている
場合には、蓋面積Ａ２が落し口部２０の開口面積Ａ１と同じ面積とすると、鉛直方向から
見て落し口部２０の開口を塞ぐことができず、蓋部材２１と落し口部２０の間に空気が入
る隙間（渦流による空気芯）が生じることになる。そのため、蓋部材２１は、鉛直方向に
直交する面に対する蓋部材２１の投影面積が落し口部２０の開口の投影面積より大きく設
定されていることが好ましい。
【００４１】
　蓋部材２１は、軒樋１０の底面１０ａから上方に向けた高さＨで１０～５０ｍｍの位置
に設定されている。そして、蓋部材２１は、蓋直径Ｒ２が落し口部２０の開口外径Ｒ１よ
り大きく、かつこの開口外径Ｒ１の２４５％以下に設定されていることが好ましい。これ
は、開口外径Ｒ１が７５ｍｍのときに、蓋直径Ｒ２が１８５ｍｍ以下（すなわち１８５ｍ
ｍ／７５ｍｍ≒２４５％）であれば軒樋１０内に良好な水位を保つことができる。なお、
蓋部材２１の蓋直径Ｒ２が落し口部２０の開口外径Ｒ１の２４５％を超えると、流入開口
に流入しようとする雨水の多くが蓋部材に衝突して水位が上がってしまう現象が生じてし
まう。
　例えば、蓋部材２１の蓋直径Ｒ２としては、例えば落し口部２０の開口外径Ｒ１が７５
ｍｍの場合に、７５ｍｍを超え１８５ｍｍ以下のものを採用することができる。
　なお、蓋部材２１が傾いているなどして高さが一定でなくても、高さＨが１０～５０ｍ
ｍの範囲内であれば良い。
【００４２】
　さらに、蓋部材２１の高さＨが軒樋１０の底面１０ａから上方に３０～４０ｍｍの位置
に設定され、かつ蓋直径Ｒ２が落し口部２０の開口外径Ｒ１の１５０～２００％に設定さ
れていることがより好ましい。
　蓋直径Ｒ２が落し口部２０の開口外径Ｒ１の１５０％よりも小さい場合には、軒樋１０
内の水位が蓋部材２１よりも低くなり、蓋部材２１が流入する水に接しない虞がある。ま
た、２００％を超えると、流入開口から流入する水流が蓋部材２１に衝突する割合が大き
くなり、軒樋１０内の水位が蓋部材２１よりも高くなり過ぎてしまい、サイフォン性能を
低下させる可能性がある。
　そして、１５０％以上とすることで、軒樋１０全体が前方や後方に傾いている場合であ
っても、確実に落し口部２０の開口を塞ぐことができる。２００％以下とすることで収ま
りが小さくなり、継手や支持具の大型化を防ぐことができる。
【００４３】
　なお、サイフォン作用発生のためには流入開口２Ａより軒樋１０内の水位が高くなる必
要があるため、蓋部材２１の高さＨは軒樋１０内の最大水位よりも低い必要がある。安定
的なサイフォン作用発生のため、蓋部材２１の高さＨは、軒樋１０内の最大水位の０．１
～０．５倍の高さであることが好ましく、０．２～０．４５倍の高さであることがより好
ましい。
　なお、軒樋１０内の最大水位は、軒樋の前壁１５または後壁１６のうち、底面１４から
の高さが低い方の高さのことをいう。また、蓋部材２１が傾いているなどして高さが一定
でない場合、蓋部材２１の高さＨのうち最大の高さが軒樋１０内の最大水位の０．１～０
．５倍の高さとされていればよい。
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【００４４】
　また、上記のような位置に設定される蓋部材２１を設けるための好適な落し口部２０の
開口外径Ｒ１は、５０ｍｍ以上１７０ｍｍ以下が好ましい。すなわち、落し口部２０の開
口外径Ｒ１を下限の５０ｍｍ以上とすることで、サイフォン発生部（サイフォンドレン部
材２）で発生する大流量の排水をスムーズに排水することができる。そして、上限の１７
０ｍｍ以下とすることで収まりが小さくなり、継手や支持具の大型化を防ぐことができる
。
【００４５】
　また、蓋部材２１には、図５及び図８に示すように、上面２１ｂから上方に突出し、周
方向に間隔をあけて配置される把持リブ２４が設けられている。この把持リブ２４を掴む
ことで、サイフォンドレン部材２を締め込む際の回転操作を容易に行うことができる。把
持リブ２４は、円周方向に延びるリブ本体２４Ａと、リブ本体２４Ａの両端から外周側に
向けて突出する延出部２４Ｂと、からなる。周方向に隣り合う把持リブ２４、２４同士の
間には、例えばサイフォンドレン部材２を竪樋継手１３に装着するときに例えば棒状部材
を係合させて、その棒状部材を回転させることで、締め込むことができる。また、把持リ
ブ２４、２４同士の間に隙間が形成されているので、軒樋１０内の落ち葉などのゴミが通
過し易くなり、絡まってしまうことを防ぐことができる。
【００４６】
　また、蓋部材２１には、図５乃至図７に示すように、下面２１ｃの平面視中央部におい
てドレン軸Ｏ（蓋中心）に向かうに従い漸次下方に延びる曲線を有する複数の誘導ガイド
２５がドレン軸Ｏから径方向に向けて放射状に延びて設けられている。誘導ガイド２５は
、軒樋１０内の雨水Ｗを流入開口２Ａから落し口（落し口部２０の開口）へ誘導するため
のものである。
【００４７】
　次に、上述したサイフォンドレン部材２を有する雨樋１（軒樋１０、竪樋１１、及びサ
イフォンドレン部材２）を組み立てる手順について、具体的に説明する。
　先ず、図７に示すように、軒樋１０の底壁１４のサイフォンドレン部材２を取り付ける
位置に貫通穴１０ｂを開ける。続いて、サイフォンドレン部材２を軒樋１０内に進入させ
、軒樋１０の貫通穴１０ｂから装着筒２２の筒部２２Ａを挿入して下方に突出させ、装着
筒２２の鍔部２２Ｂの段差部２２ｂを軒樋１０の底面１０ａの貫通穴１０ｂの周縁にパッ
キン等を介在させて係止させて固定する。これにより、図６に示すように、サイフォンド
レン部材２が軒樋１０内の所定位置に配置され、蓋部材２１も落し口部２０に対して所定
の高さＨの位置で保持された状態で固定される。
【００４８】
　続いて、軒樋１０の貫通穴１０ｂから下方に突出された筒部２２Ａに対して竪樋継手１
３を接続してから、図１に示すように、第１エルボ１２Ａ、及び第２エルボ１２Ｂを使用
して呼び樋１２を取り付け、その後、呼び樋１２の一端の第２エルボ１２Ｂに竪樋１１を
接続する。竪樋１１は、上述した地下に埋設される排水管までの距離に合わせて、適宜な
本数で継手を使用して連結される。
【００４９】
　このように組み立てられた雨樋１においては、屋根に降った雨が軒樋１０に設けられた
サイフォンドレン部材２に流入開口２Ａから流入し、落し口部２０を通って呼び樋１２を
流れて竪樋１１に流下する。そして、呼び樋１２から竪樋１１に流れ込んだ雨水Ｗは、地
中に埋設されている不図示の排水管に流下する。このとき、竪樋１１のサイフォンドレン
部材２の下流側は満水状態で水封されることから、竪樋１１の中を満水状態にして流下す
ることになり、落し口部２０と呼び樋１２及び竪樋１１内でサイフォン現象をおこして、
竪樋１１から排水管側に勢いよく排水されることになる。
【００５０】
　なお、本実施の形態の雨樋１の組み立て手順として、上述したように、先行してサイフ
ォンドレン部材２を軒樋１０の所定位置に固定してから、呼び樋１２と竪樋１１を設ける
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手順は一例であって、例えば先行して竪樋１１と呼び樋１２を組み立てた後に、呼び樋１
２に接続された竪樋継手１３に対してサイフォンドレン部材２を装着する手順など他の手
順で組み立てることも可能である。
【００５１】
　次に、上述したサイフォンドレン部材２の作用について図面を用いて詳細に説明する。
　本実施の形態では、図５に示すように、鉛直方向の上方から見て落し口部２０の開口を
塞ぐとともに、図９（ａ）に示すように、軒樋１０の底面１０ａから上方に１０～５０ｍ
ｍの高さとなるようにサイフォンドレン部材２の蓋部材２１の位置を設定することで、大
雨時に多量の雨水が流入開口から流入したときにも空気を吸い込むことなく竪樋１１が満
水状態となって水封される。したがって、竪樋１１にサイフォン現象を発生させることが
でき、且つ落ち葉などの異物の詰まりを防ぐことができるため、優れたサイフォン性能が
得られる。
【００５２】
　つまり、蓋部材２１の軒樋１０の底面１０ａからの高さＨが１０ｍｍより小さい場合に
は、図９（ｃ）に示すように、落ち葉などの異物が流入開口２Ａ部分で詰まり易くなるう
え、流入開口２Ａの面積が小さくなることから、所望の排水流量を確保することができな
い。また、図９（ｂ）に示すように、蓋部材２１の軒樋１０の底面１０ａからの高さＨが
５０ｍｍを超える場合には、サイフォンの発生に必要な雨水Ｗの水位が上がりすぎてしま
い、空気を吸い込みやすくなるためサイフォンが発生し難くなり、排水性能が低下する。
そのため、上述したような蓋部材２１の高さを１０～５０ｍｍの範囲とすることが好適で
あり、３０～４０ｍｍの範囲とすることがより好適である。
　ここで、蓋部材２１の高さＨと、落し口部２０の口径（開口外径Ｒ１）の関係は、Ｒ１
／Ｈ＝１．０～１６．０が好適であり、より好ましくは１．３～８．０であり、最も好ま
しくは１．５～～５．５である。このような範囲とすることで確実にサイフォンを発生さ
せることができる。
【００５３】
　また、本実施の形態では、図５に示すように、落し口部２０の開口面積Ａ１より大きい
蓋面積Ａ２（図８参照）を有する蓋部材２１を軒樋１０の底面１０ａからの所定の高さＨ
の位置に設定するという構成となる。そのため、蓋部材２１を軒樋１０の上側から取り付
ける作業となり、軒樋１０の下面１０ｃ（図１参照）側における作業を低減することがで
き、蓋部材２１の取り付け、取り外しにかかる手間や時間を低減することができる。
　しかも、軒樋１０の形状（底面幅）や落し口部２０の開口面積Ａ１に応じて蓋部材２１
の底面１０ａからの高さＨを変えることで、サイフォン性能を調整できるため、蓋部材２
１のバリエーションを少なく抑えることができ、コストの低減を図ることができる。
【００５４】
　また、本実施の形態のように蓋部材２１の蓋直径Ｒ２において、落し口部２０の開口外
径Ｒ１より大きく、かつ開口外径Ｒ１の２４５％以下の範囲とすることで、蓋部材２１の
下面２１ｃ側に形成される流入開口２Ａから流入される雨水Ｗの水流がより安定した状態
となり、軒樋１０内の水位も安定し、確実にサイフォンを発生させることができることか
ら、排水性能を高めることができる。とくに、蓋部材２１の蓋直径Ｒ２または最小幅寸法
が落し口部２０の開口外径Ｒ１の２４５％を超えると、流入開口２Ａに流入しようとする
雨水Ｗの多くが蓋部材２１に衝突して水位が上がってしまう現象が生じることになる。そ
のため、上述したような蓋部材２１の蓋直径Ｒ２が落し口部２０の開口外径Ｒ１より大き
く、かつ開口外径Ｒ１の２４５％以下の範囲とすることが好適である。また、蓋部材２１
の蓋直径Ｒ２の最小外径が落し口部２０の開口外径Ｒ１より大きく、かつ蓋直径Ｒ２の外
周の長さが開口外径Ｒ１の外周の長さ以上２４５％以下としてもよい。
【００５５】
　また、本実施の形態のサイフォンドレン部材２において、蓋部材２１の高さＨを底面１
０ａから上方に３０～４０ｍｍの位置の範囲とすることにより、蓋部材２１の下面２１ｃ
側に形成される流入開口２Ａから流入される雨水Ｗの水流がより安定した状態となり、軒
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能を高めることができる。
【００５６】
　また、本実施の形態のサイフォンドレン部材２において、蓋部材２１の蓋直径Ｒ２を落
し口部２０の開口外径Ｒ１の１５０～２００％の範囲とすることにより、蓋部材２１の下
面２１ｃ側に形成される流入開口２Ａから流入される雨水Ｗの水流がより安定した状態と
なり、軒樋１０内の水位も安定し、確実にサイフォンを発生させることができることから
、排水性能を高めることができる。
【００５７】
　また、本実施の形態のサイフォンドレン部材２では、蓋部材２１を縦リブ２３を介して
一体的に設けた装着筒２２を竪樋１１上に設けられる竪樋継手１３に対して嵌合すること
で、蓋部材２１を所定の位置に配置することができる。そして、蓋部材２１の下面２１ｃ
側で軒樋１０の底面１０ａとの間に好適な大きさの流入開口２Ａが形成され、サイフォン
ドレン部材２の取り付け作業を容易に行うことができる。しかも、本実施の形態のサイフ
ォンドレン部材２では、雨水Ｗを落し口に流入させるための流入開口２Ａ部分に縦リブ２
３が設けられているので、この縦リブ２３に整流効果をもたせることが可能であり、雨水
Ｗが空気を吸い込むことをより確実に抑制することができる。
【００５８】
　また、本実施の形態では、流入開口２Ａから流入した雨水Ｗが誘導ガイド２５の曲線部
に案内されて落し口部２０の開口へ向けて誘導されることから、雨水Ｗが空気を吸い込む
ことをより確実に抑制することができる。
【００５９】
　このように本実施の形態では、コストを抑え、作業性に優れた簡単な構造で、優れたサ
イフォン性能を発揮することができる。
【００６０】
　次に、上述した実施の形態による排水部材の効果を裏付けるために行った実施例につい
て以下説明する。
【００６１】
（第１実施例）
　第１実施例は、上述の実施の形態の蓋部材２１に相当する蓋部材２１を使用し、その蓋
部材２１における軒樋３１の底面３１ａからの高さ、蓋部材２１の直径を変化させてサイ
フォンを発生させた実験を行い、排水状態を確認した。
【００６２】
　図１０には、本第１実施例で使用した実験装置を示している。蓋部材３０は、円盤状の
ものを使用し、軒樋３１の耳部３１ｂに固定される吊り具３２から下方に向けて支持され
たボルト部材３３を使用して高さ変更可能に吊り支持させている。つまり、吊り具３２に
よって吊り支持された蓋部材３０は軒樋３１の底面３１ａからの高さが変更可能であり、
下記のような５段階の高さに変えて実験を行った。また、蓋部材３０は、上述した実施の
形態と同様に、下記１８ケースの実験の全てで上面視において竪樋継手３６の内側の落し
口部３４の開口を塞ぐように配置され、蓋部材３０の蓋直径Ｒ２が落し口部３４の開口外
径Ｒ１（７５ｍｍ、１００ｍｍに設定）より大きいものとした。なお、図１０では、エル
ボ３５の下流側に竪樋が接続される。
　表１は、第１実施例における開口外径Ｒ１が７５ｍｍの実験の条件と実験結果を示して
いる。表２は、第１実施例における開口外径Ｒ１が１００ｍｍの実験の条件と実験結果を
示している。
【００６３】
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【００６４】
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【表２】

【００６５】
　表１及び表２に示すように、実験は、軒樋３１の底面幅（ｍｍ）と蓋部材３０の蓋直径
（ｍｍ）を変えた１８ケース（ケース１～１８）を行った。
　表１に示す開口外径Ｒ１が７５ｍｍの場合において、軒樋３１として底面幅が１２０ｍ
ｍ、１５０ｍｍ、２００ｍｍの３種類のものを使用し、底面幅１２０ｍｍで蓋直径が７０
ｍｍ、８０ｍｍ、９５ｍｍの３ケースとし、底面幅１５０ｍｍで蓋直径が１１０ｍｍ、１
２５ｍｍの２ケースとし、底面幅２００ｍｍで蓋直径が１４０ｍｍ、１５５ｍｍ、１７０
ｍｍ、１８５ｍｍ、１９５ｍｍの５ケースとした。
　表２に示す開口外径Ｒ１が１００ｍｍの場合において、軒樋３１として底面幅が１５０
ｍｍ、２００ｍｍの２種類のものを使用し、底面幅１５０ｍｍで蓋直径が９０ｍｍ、１０
５ｍｍ、１２０ｍｍの３ケースとし、底面幅２００ｍｍで蓋直径が１３５ｍｍ、１５０ｍ
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ｍ、１６５ｍｍ、１８０ｍｍ、１９５ｍｍの５ケースとした。
　なお、表１及び表２における右欄には、各ケースにおける開口外径Ｒ１に対する蓋直径
Ｒ２の比率（％）を示している。
【００６６】
　そして、上記１８ケースにおける実験では、蓋部材３０の軒樋３１の底面３１ａからの
高さＨを５ｍｍ、１０ｍｍ、２０ｍｍ、３０ｍｍ、４０ｍｍ、５０ｍｍ、６０ｍｍの７段
階で変えて、それぞれ軒樋３１に対して開口外径Ｒ１が７５ｍｍの場合で流量６リットル
／ｓｅｃ（降雨１００ｍｍ／ｈに相当）の水を流し、開口外径Ｒ１が１００ｍｍの場合で
流量１８リットル／ｓｅｃ（降雨３００ｍｍ／ｈに相当）の水を流し、落し口部３４の開
口中心から軒樋３１の延長方向で１５０ｍｍの位置で水位を測定するとともに、各実験に
おいてサイフォン現象の状態を目視により確認した。
　また、表１及び表２における下欄には、各蓋部材３０の軒樋３１の底面３１ａからの高
さＨにおける、蓋部材の底面からの高さＨに対する開口外径Ｒ１の割合を示している。
【００６７】
　表１及び表２に示すように、実験の結果、ケース１～１８で蓋部材３０の高さＨを変え
た全て（５～６０ｍｍの高さの位置）において、サイフォン現象が生じていることを確認
できた。
　このときの蓋部材３０の蓋直径は、開口外径Ｒ１が７５ｍｍのケース２～９で落し口部
３４の開口外径（７５ｍｍ）より大きく、かつ１８５ｍｍ以下（開口外径の２４５％以下
）の範囲となり、開口外径Ｒ１が１００ｍｍのケース１２～１８で落し口部３４の開口外
径（１００ｍｍ）より大きく、かつ１９５ｍｍ以下（開口外径の２４５％以下）の範囲と
なることが確認された。
【００６８】
　表１及び表２において、一点鎖線で囲まれた範囲では、蓋部材３０の高さと蓋直径のバ
ランスが良いため水位が低く保たれることが確認できた。特に、太線で囲まれた範囲では
、図９（ａ）に示すように、流入開口に流入する水流と蓋部材３０の高さ、蓋直径のバラ
ンスが良いため水位が低く保たれ、良好なサイフォン現象となることが確認できた。
　一方、蓋部材３０の高さが大きく（本実験で４０ｍｍを超える場合）、蓋直径が小さい
（本実験で９５ｍｍより小さい場合）場合には、図９（ｂ）に示すように、軒樋３１内の
水位が蓋部材３０よりも低くなり、サイフォン作用が発生しにくい可能性があることが確
認された。
　また、蓋部材３０の高さが小さく（本実験で３０ｍｍより小さい場合）、蓋直径が大き
い（本実験で１５５ｍｍより大きい場合）場合には、図９（ｃ）に示すように、流入開口
から流入する水流が蓋部材３０に衝突する割合が大きくなるため水流が乱れてサイフォン
性能を低下させ、また、開口面積が小さいため流量が低くなる可能性があることが確認さ
れた。
【００６９】
　このように、蓋部材３０は、底面３１ａからの高さＨが低く、かつ蓋直径が大きいほど
早くサイフォン現象が起動することがわかった。そして、好ましくは表１及び表２の一点
鎖線で囲まれた好適な範囲で示す様に、蓋部材３０の高さＨが２０～５０ｍｍであり、さ
らに蓋部材３０の蓋直径が９５～１８５ｍｍの範囲となり、落し口部３４の開口外径の１
２０～２５０％（９５／７５～１８５／７５）であることが確認できた。さらに好ましく
は表１及び表２の太線で囲まれた最も好適な範囲で示すように、蓋部材３０の高さＨが３
０～４０ｍｍであり、さらに蓋部材３０の蓋直径が１１０～１５５ｍｍの範囲となり、落
し口部３４の開口外径の１５０～２００％（１１０／７５～１５５／７５）、或いは１２
０～１５０（１２０／１００～１５０／１００）であることが確認できた。
【００７０】
（第２実施例）
　本第２実施例は、上述した実施の形態のサイフォンドレン部材２の形状に関する優位性
を実験により確認した。
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　すなわち、第２実施例では、表３に示すように、１５種の異なる形状の排水部材のケー
ス（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｇ、Ｈ、Ｔ、Ｖ、Ｆ、Ｓ、Ｗ、Ｘ、既存）において、底面幅１
５０ｍｍの軒樋を使用し、軒樋に流量４リットル／ｓｅｃ、５リットル／ｓｅｃ、及び６
リットル／ｓｅｃ（降雨１００ｍｍ／ｈに相当）の水を流し、落し口部の開口中心から軒
樋の延長方向で１５０ｍｍの位置で水位を測定するとともに、各ケースにおいてサイフォ
ン現象、排水性能、騒音、成形・組立のしやすさ等の評価項目を確認して評価した。
【００７１】
【表３】

【００７２】
　各ケースにおける排水部材の構成、形状は、表３に示す通りである。具体的には、各排
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水部材で蓋直径（ｍｍ）、蓋部材の軒樋の底面からの高さ（ｍｍ）、縦リブのリブ数（枚
）、縦リブのリブ幅（ｍｍ）、装着筒の接続部分の曲率半径（ｍｍ）、誘導ガイドの形状
を変えたものである。なお、リブ幅は、蓋部材の中心から外周に向かう方向の幅である。
また、落し口部３４の開口外径は７５ｍｍに設定した。
　表３において、誘導ガイドは、円錐形状のものを「Ｒ」とし、上述した実施の形態のよ
うな放射状のものを「放射状」とし、誘導ガイドが無いものを「なし」としている。ここ
で、ケースＧの形状は、上述した実施の形態のサイフォンドレン部材２に相当している。
【００７３】
　図１１は、第２実施例の実験結果を示しており、各ケースの水位（ｍｍ）を示している
。
　図１１に示す実験の結果、ケースＣ、Ｄ、Ｅ、Ｇ、Ｈ、Ｔの排水部材では、水位、サイ
フォン現象、排水性能の点で安定した状態であることが確認できた。一方で、ケースＡ、
Ｂ、Ｖ、Ｆ、Ｓ、Ｗ、Ｘ、既存の排水部材の場合には、水位が４０ｍｍを超えて高く不安
定な状態であった。さらに、ケースＧの排水部材は、上述した評価項目において総合的に
優れていることが確認できた。
【００７４】
　また、これらの結果より、排水部材の構成毎に確認できた点として、蓋直径は１３０ｍ
ｍが好ましく、蓋部材の軒樋の底面からの高さは３５ｍｍが好ましい。縦リブのリブ数に
関しては、６枚が好ましく、４枚（ケースＡ）が若干悪く、８枚（ケースＥ）が若干良い
。リブ幅では、２５ｍｍが好ましく、ケースＢのように５５ｍｍと大きい場合には水位が
高くなった。また、装着筒の接続部分の曲率半径は、１５ｍｍが好ましい。さらに、誘導
ガイドの形状としては、ケースＧのように放射状のものが静音、渦防止、水溜り防止に有
利になることが確認できた。
【００７５】
　以上、本発明による排水部材の実施の形態について説明したが、本発明は上記の実施の
形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【００７６】
　例えば、図１２乃至図１４に示す第１変形例のように、延長方向に延びる軒樋１０、１
０の端部同士を互いに突き合わせた状態で接続するじょうご１０Ａの底面１０ａにサイフ
ォンドレン部材２が設けられた構成とすることも可能である。じょうご１０Ａは、接続さ
れる図４に示す軒樋１０の底壁１４、前壁１５、後壁１６に対してそれぞれ軒樋１０の延
在方向に連設される底壁１４Ａ、前壁１５Ａ、後壁１６Ａを有し、底壁１４Ａには貫通穴
１０ｂ（図１４参照）が形成されている。
　この場合においても、サイフォンドレン部材２をじょうご１０Ａ内に進入させ、じょう
ご１０Ａの貫通穴１０ｂから装着筒２２の筒部２２Ａを挿入して下方に突出させ、装着筒
２２の鍔部２２Ｂの段差部２２ｂをじょうご１０Ａの底面１０ａの貫通穴１０ｂの周縁に
パッキン等を介在させて係止させて固定する。これにより、サイフォンドレン部材２がじ
ょうご１０Ａ内の所定位置に配置され、図１３に示す蓋部材２１も落し口部２０に対して
所定の高さの位置で保持された状態で固定される。
【００７７】
　また、上述した実施の形態では、軒樋１０の底面１０ａに形成された貫通穴１０ｂに装
着筒２２を嵌合させることでサイフォンドレン部材２を取り付ける構成であって、これに
よりサイフォンドレン部材２の蓋部材２１の位置（底面１０ａからの高さＨ）が決まる構
成としているが、このような底面１０ａに対する設置型であることに限定されることはな
い。すなわち、蓋部材が上述したサイフォンドレン部材２のように、装着筒２２や縦リブ
２３と一体的に組み合わされた構成の排水部材であることに限定されず、板状の蓋部材の
みが軒樋１０の内側で底面１０ａから間隔をあけた高さに配置される構成であってもよい
。
　要は、蓋部材が軒樋の内側で、底面から上方に離間した位置に設置され、鉛直方向の上
方から見て落し口部の開口を塞ぐように配置され、蓋面積が落し口部の開口面積より大き
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く設定され、底面から上方に１０～５０ｍｍの高さの位置に設けられていればよく、蓋部
材の取り付け構造に関してはとくに制限されることはない。
【００７８】
　例えば、図１６～図１８に示す第２変形例による吊下げ型の蓋部材４０（排水部材）を
採用することも可能である。この蓋部材４０は、平面視で四角形状の板部材からなり、軒
樋１０の内側に配置されるとともに、上述した実施の形態の装着筒２２（図７参照）が分
離されている。蓋部材４０は、軒樋１０の幅方向の両端から上方に向けて延在する側壁部
４１、４１を有し、各側壁部４１の上端には軒樋１０の耳部１７に上方から引っ掛けるよ
うにして係止される係止部４１ａが設けられている。
【００７９】
　蓋部材４０は、係止部４１ａが軒樋１０の耳部１７に係止して固定された状態で、図１
７に示すように、軒樋１０の底面１０ａから上方に離間した位置に設置される。そして、
蓋部材４０の下面４０ｂ側には、底面１０ａとの間に軒樋１０内の雨水を落し口へ流入さ
せる流入開口２Ａが形成されることになる。本変形例による蓋部材４０もまた、鉛直方向
の上方から見て装着筒２２の図１３に示す落し口部２０を塞ぐように配置され、蓋面積Ａ
２が落し口部２０の開口面積Ａ１より大きく設定され、底面１０ａから上方に１０～５０
ｍｍの高さの位置に設けられている。
　また、蓋部材４０の下面４０ｂには、鉛直方向の上方から見て落し口部２０の開口に重
ならない領域において放射状に複数の縦リブ４２が設けられている。
【００８０】
　また、蓋部材の平面視形状として、上述した実施の形態では円形としているが、とくに
円形であることに限定されることはなく、上記の変形例のように四角形（矩形）であって
もよいし、要は鉛直方向の上方から見て落し口部の開口を塞ぐように配置される形状であ
れば良いのである。
　なお、例えば、矩形の蓋部材の場合には、矩形の最小幅寸法が落し口部の開口外径より
大きく、かつ開口外径の２４５％以下となるように設定される。
【００８１】
　また、蓋部材の断面視形状として、上述した実施の形態では平面としているが、とくに
平面であることに限定されることはなく、上に突出した形状や、下に凹んだ形状であって
もよく、凹部と凸部の両方を備えた形状であってもよい。さらに、その突出や凹みの程度
はなだらかであったり、急峻であってもよい。例えば、断面視形状が上に向かって大きな
曲率半径Ｒをなす突出した蓋部材であれば、蓋上面に雨水が溜まるのを防ぐことができ、
断面視形状が下に向かって大きな曲率半径Ｒをなす突出した蓋部材であれば、軒樋底面の
開口に向かって軒樋内の雨水をスムーズに流すことができる。
【００８２】
　さらに、本実施の形態では蓋部材２１の下面２１ｃに誘導ガイド２５が設けられ、上面
２１ｂに把持リブ２４を備えた構成となっているが、これら誘導ガイド２５や把持リブ２
４を省略することも可能であり、本実施の形態のような形状であることにも限定されるこ
とはない。さらに縦リブ２３の形状、数量についても本実施の形態に限定されることはな
く、例えば図１０に示す実験装置のように縦リブ２３を無くし、吊り具３２から蓋部材３
０を吊り支持しても良い。
【００８３】
　例えば、図１９及び図２０に示す第３変形例のように、サイフォンドレン部材２として
、蓋部材２１と、装着筒２２および縦リブ２３とから構成される部材が別部材となってい
ても良い。この場合には、装着筒２２に縦リブ２３が固定されており、その縦リブ２３の
上端に固定されている円盤状の支持板２３ａに対して蓋部材２１を同軸に組み付けること
が可能に構成されている。具体的には、縦リブ２３の支持板２３ａの中心部に貫通穴２３
ｂが形成されており、この貫通穴２３ｂに蓋部材２１の下面に形成されている不図示の係
止凸部を挿入させて係合することで組み付けることができる。
【００８４】
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　また、図２１に示す第４変形例のように、落し口部２０を傾ける一方で蓋部材２１を水
平とし、落し口部２０の水平面Ｔへの投影面積Ａａが蓋部材２１の水平面Ｔへの投影面積
Ａｂよりも大きくなるようにしてもよい。この場合、蓋直径Ｒ２は落し口部２０の開口外
径Ｒ１と同じでもよい。
【００８５】
　なお、本実施の形態では、蓋部材２１の上面２１ｂが平面になっているが、例えば平面
視で中央部分が上に突となる緩やかな球面に形成されていてもよい。この場合には蓋部材
２１の上面２１ｂに水や異物が溜まることを防止することができる。
【００８６】
　また、軒樋１０、竪樋１１、呼び樋１２等の形状、各部の寸法、材質等の構成は、上述
した実施の形態に限定されることはなく、適宜な範囲で設定することができる。例えば、
呼び樋１２を水平に配設したが、斜め下向きに傾斜させてもよい。
【００８７】
　例えば、図２２～図２４に示す変形例のような上述した実施の形態とは異なるじょうご
（軒樋）にも、本願発明の蓋部材からなる排水部材を採用することができる。
　すなわち、図２２に示す第５変形例の第１じょうご１０Ｂは、底面１０ａより下方に凹
んだ第１凹部１０ｄが形成された洋風じょうご型のものである。この場合の蓋部材５０は
、竪樋１１の直上の位置で、かつ第１凹部１０ｄが形成されていない底面１０ａから上方
に１０～５０ｍｍの高さＨの位置に設けられている。
【００８８】
　図２３に示す第６変形例の第２じょうご１０Ｃは、底面１０ａより下方に凹み上述した
第１凹部１０ｄよりも深さが浅い第２凹部１０ｅが形成された軒チーズ型のものである。
この場合の蓋部材５０は、竪樋１１の直上の位置で、かつ第２凹部１０ｅが形成されてい
ない底面１０ａから上方に１０～５０ｍｍの高さＨの位置に設けられている。
【００８９】
　図２４に示す第７変形例の第３じょうご１０Ｄは、底面１０ａより下方に凹み上述した
第１凹部１０ｄよりもさらに深さが深い第３凹部１０ｆが形成されたものである。この場
合の蓋部材５０もまた、竪樋１１の直上の位置で、かつ第３凹部１０ｆが形成されていな
い底面１０ａから上方に１０～５０ｍｍの高さＨの位置に設けられている。
【００９０】
　また、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、上記した実施の形態における構成要素を周知
の構成要素に置き換えることは適宜可能である。
【符号の説明】
【００９１】
　１　雨樋
　２　サイフォンドレン部材（排水部材）
　２Ａ　流入開口
　１０　軒樋
　１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄ　じょうご
　１０ａ　底面
　１０ｂ　貫通穴
　１１　竪樋
　１２　呼び樋
　２０　落し口部
　２１　蓋部材
　２２　装着筒
　２３　縦リブ
　２４　把持リブ
　２５　誘導ガイド
　４０　蓋部材
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　Ｏ　ドレン軸
　Ｒ１　落し口部の開口外径
　Ｒ２　蓋直径
　Ａ１　落し口部の開口面積
　Ａ２　蓋面積
　Ｗ　雨水

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】

【図２３】
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【図２４】
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